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＜本冊子は、下記ホームページからダウンロードできます。＞
http://www.pref.ehime.jp/h15800/senryaku29/senryaku2.html

「愛媛の歌」は、県政発足100年を記念して昭和48年２月20日に制定したものです。歌詞は、一般公募のうえ
269作品の中から岩本義孝さんの作品が選ばれ、作曲家の中田喜直さんが作曲しました。
この歌にあるように、海があり、山があり、川があり、豊かな自然があふれ、明るい希望・かがやく文化が育つ

「100年先も 生きものみんな やさしい愛顔（えがお）」の愛媛県を目指しましょう。
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私たちの住む愛媛県は、西日本最高峰の石鎚山

や、多島美を誇る瀬戸内海、変化に富んだリアス

式海岸を有する宇和海などの美しい自然に恵ま

れ、そこには 18,000 種をこえる野生動植物が生

息・生育しています。 

こうした本県の自然や野生動植物のつながり

がもたらす「生物多様性の恵み」は、山・川・海・

里からの水や食料等の供給、洪水・土砂崩壊など

の災害の緩和といった、私たちの日々の暮らしを支えるとともに、地域特有

の文化や伝統とも密接に結びついており、かけがえのない財産であるふるさ

と愛媛の自然環境を次の世代に確実に引き継いでいくことは、私たちの責務

であります。 

県におきましては、将来にわたって生物多様性の恵みを享受でき、人と自

然が共生し、豊かな自然と文化が守り育まれる社会の実現に向け、平成 23

年に「生物多様性えひめ戦略」を策定し、これまでさまざまな取組を推進し

てきました。 

しかしながら、平成 26 年に改訂した「愛媛県レッドデータブック 2014」

では、平成 15 年に比べ、絶滅のおそれのある種が約２割増加するなど、野

生動植物を取り巻く環境が大きく変化しており、更なる対策が求められてい

ます。 

このため、今回の「第２次生物多様性えひめ戦略」においては、『つなご

う未来へ 人・生きもの・暮らし！』を重点推進テーマに、生物多様性の保

全とその恵みの持続可能な利用に向けた各種施策を着実かつ効果的に進め

て参る所存ですので、引き続き、皆様方の御理解・御協力をお願い申し上げ

ます。 

 

平成 29 年２月 

 愛媛県知事 中 村 時 広   
   
  

～ は じ め に ～ 
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